
事例１１ ２年 確率 「確率の求め方」        
 
（１）JSL 生徒に対してこの課題を実施するねらい 

 ２年「確率」は数量関係の領域であり，具体的な事象についての観察や実験を通して，

確率について理解することが求められている。このあとに行われる数学的確率（実験・

観察を行わずに計算で求める）の学習において，「同様に確からしい」ことや確率の計算

の定義を確認したり，確率を求めるのに表や樹形図を用いて手際よく場合の数を求める

ことが行われる。ここの学習では言葉の意味を別の言い回しで表現したり，何を学習し

ているのかを具体物を示しながら明確にする必要がある。 

 
（２）既習事項の確認 

 割合  小数・分数の感覚 

 文字で表すこと  不等号 

 変域   
 
★ 統計的確率（標本を大きくしたとき，それが限りなく近づくある値・割合）の学習で

は，例えば，サイコロを多数回投げる実験などの活動が伴うので，対象生徒にとって

も理解がしやすい。しかし，表などから場合の数をよみとる場面では，表が縦と横の

組み合わせであるが理解できない生徒もいることに注意しながら授業を進める必要

がある。 
★ 割合や分数の概念が既習であるかどうか確認する。 
 
（３） 留意したい語彙・表現・言い回し 

数学科の表現 
10 円玉，100 円玉を１枚ずつ投げたとき，１枚は表，１枚は裏になる確率 

表を「お」，裏を「う」として，起こりうる結果をすべて挙げると（かくと）， 
 

                  
 
      
                    

 
 
 
 
 
 
 

表の意味・表のよみとり方が分からない。表から「起こりうる

場合」が何通りあるかよみとれない。 

  実は，これが難しい！ 

十分な表の学習をしていない

と，各欄の意味が分からない。 

10円玉 100円玉

お お

お う

う お

う う

お

お

う

お

う

う

　　　　　　　　１０円玉
１００円玉 おもて うら

おもて （お、お） （う、お）

うら （お、う） （う、う）
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（４）数学的な考え方と活動の流れ  

確率の求め方                     〈２年〉【確率】

課 題 
 いびつな形をしたサイコロを投げたとき，１の目と５の目の出方は同じです

か。 

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 数学的な

考え方  ○  ○ ○  ○ ○ 

 

 目 標 

・起こりうるすべての結果が同様に確からしいときは確率が計算によって求め
られることに関心をもち，その求め方を考えようとする。また，起こりうる
場合の数をもれなく効率的に求める方法を考えようとする。（数学への関心・
意欲・態度） 

・ことがらの起こりうる程度を「同様に確からしい」ことに着目したり，起こ
りうる場合の数を樹形図や表などを用いて順序よく整理して考察することが
できる。また，確率が０や１の場合の意味を考察することができる。（数学的
な見方や考え方） 

・樹形図や表などを用いて場合の数を求めたり，それをもとにして，確率を求
めたりすることができる。（数学的な表現・処理） 

・「同様に確からしい」という意味，確率の求め方，樹形図や表などの利用のし
かたを理解する。また，確率が１や０の場合の意味を理解し，確率は０から
１までの数で表されることを理解する。（数量，図形などについての知識・理
解） 

 

■ 活動の流れ 

数学的な考え方  学習活動 

４ 理想化・抽象化する 
 ① ｢同様に確からしい」ことの意味を考え

る。 
  ↓ 

５ 一般化する  ② 確率の求め方を考える。 

  ↓ 

２ 帰納的に推論する  ③ 確率の範囲を考える。 

  ↓ 

７ 図・表・式・グラフに表現したり，

よみとる 

 

④ 確率の手際よい求め方を考える。 

  ↓ 

８ 発展的に考える  ⑤ 確率の問題作りをする。 

 

■ 準備するもの 

 紙で作った変形サイコロ，１，２，３，４，５，６の数字が書かれた６枚のカード，  
トランプ 

 
 
 
 

－ 103 －



■ 学習活動と具体的な支援の例 
 学習活動 支援▲JSL 支援事項△留意事項 

導

入 

①「同様に確からし

い」ことの意味を考え

る。 

 

「写真のようないびつな

形をしたサイコロを投げ

たとき，１の目と５の目

の出方は同じですか。」 

Ｓ：１の目も５の目も１

つずつあるから，出方は

同じ。（誤答例） 

Ｓ：形が違うから，１の

目と５の目の出る回数は

違う。 

Ｓ：形が違うから，１の

目と５の目の出る割合は

違う。 

 

 この場合，目の出方は同じで

ない。通常のサイコロは，どの

目も同じように出ると考えら

れる。このように，それぞれの

場合が同じ程度に起こること

を「同様に確からしい」という。

▲前時の既習語彙の確認：度合い，割合，

確率（統計的確率），～しやすさ（出やすさ，

起こりやすさ）， 
△いびつなサイコロの模型を提示した

り，写真を使ったりして，場面を確認す

る。 
▲「同様に確からしい」の言いかえをする。

①前時の学習がない生徒には「6000 回投げ

たら，１の目から６の目までそれぞれ何回

出るかな？（生徒の反応があって）そうだ

よね。どの目も 1000 回ぐらい出そうだよ

ね。１の目も，２の目も，３の目も，同じ

ぐらいの回数で出るかもしれないね。どの

目が出るのも同じぐらいだからそのことを

『目の出方は同様に確からしい』って言う

んだよ。」 

②前時の学習がある生徒には「１の目から

６の目までのそれぞれの出やすさはみんな

同じぐらいだよね。そのことを『目の出方

は同様に確からしい』って言うんだよ。」 

△今後サイコロで確率を考えるときには，目の出

方が同様に確からしいサイコロで考えていくこと

を確認する。 

展

開

１ 

②確率の求め方を考

える。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「サイコロを投げたと

き，偶数の目が出る確率

を求めてみよう」 

 

目の出方は６通り，どの目

が出ることも同様に確からし

い。偶数の目がでる場合は３

通り。 

（偶数の目が出る確率）

＝3/6＝1/2 
演習  
（１）サイコロを投げた

とき，２より小さい目が

出る確率 
（２）よくきったトラン

プ１組（ジョーカーを除

く）から１枚引いたとき，

♡である確率 

△１〜６のカードを用意したり，板書で

偶数・奇数・整数を確認する。 
１ ２ ３ ４ ５ ６…さいころの目 
２ ４ ６ …偶数の目 

１ ３ ５ …奇数の目 

▲分数の概念や分数の約分ができるかどう

か確認する。 
3/6＝1/2 の約分ができない生徒への指導

 ここでは分母と分子を同数で割ると簡単

な分数になることに指導を留め，別途分数

の指導を行う。 
 
 
△どの出方，引き方も同様に確からしい

ことを確認する。 
▲「〜より小さい（未満・大きい）」「〜以

上（以下）」の意味を確認する。 
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③確率の範囲を考え

る。 

 

「サイコロを投げたと

き，次の確率を求めてみ

よう」 

（１）６以下のいずれかの目

がでる確率 

（２）７の目がでる確率 

 

（１）と（２）から１～６の

それぞれの目がでる確率の範

囲は，０以上１以下になりま

す。 

つまり，確率ｐの範囲は， 

  ０≦ｐ≦１ 

と表すことができます。

▲ 確率の学習でよく用いられる，トラン

プについて確認する。（１〜１３のカード，

赤はハート・ダイヤで，黒はスペード・ク

ローバー，など） 
 
▲語彙：範囲，確率ｐ 

▲（１）（２）言いかえの例 

７の目が出ることはありますか。 

６の目がでないことはありますか。 

△確率の範囲を不等式（変域）に置き直

す表現法を理解させる。 

△ｐは，英語(probability)の頭文字であ

るといった情報が有効な場合もある。 

▲０≦ｐ≦１の意味をはっきりさせるため

に，まとめの言い換えをする。 

例：「１から６の目のどれかの目はいつでも

でるね（いつでも出るから，確率は１）。７

の目が出ることはないよね（出ることはな

いから，確率は０）。だから，さいころの目

が出る確率は０から１までだね。 

記号を使って表すと， 

 ０≦さいころの目がでる確率≦１ 

０以上で１以下の時は 

 ０≦ｐ≦１と書くんだよ。」 
▲読み方（小なりイコール），記号（≧，≦）の

説明をする。 
④確率の手際よい求

め方を考える。 
「10 円玉，100 円玉を１

枚ずつ投げたとき，１枚

は表，１枚は裏になる確

率を求める方法を考えて

みよう。」 

  図（樹形図）や表を使って

考える。 
展

開

２ 

Ｓ１：        Ｓ２： 

10円玉 100円玉

お お

お う

う お

う う  

　　　　　　　　１０円玉
１００円玉 おもて うら

おもて （お、お） （う、お）

うら （お、う） （う、う）

Ｓ３： 

 

 

 

 

 

▲語彙：10 円玉の表，裏 

△予想させる。確率を求める方法を考え

させる。 

△解決後，「樹形図」の用語を指導する。

▲樹形図や表の作成時に，分類整理する基

準をどう設定するかが理解できない生徒へ

の助言。（ここでは，10 円玉，100 円玉，表，

裏） 

① 実際に試行して示す。 

② 分類する観点の整理の仕方を示す。 

 

  誤答例 

 

 

100 円表
１０ 円表 

100 円裏 

１０ 円表 
100 円表 

１０ 円裏 
お

お

う

お
う

う 
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ま

と

め 

⑤確率の問題作りを

する。 
「確率を求める問題を作

って，解いてみよう」 
Ｓ：サイコロを１回投げ

たとき，５以下の目がで

る確率 
Ｓ：サイコロを２回投げ

たとき，両方の目が偶数

である確率 

△ペアやグループ活動で，作った問題を

お互いに解き合う。 

 
 
 

指導案による授業前の補足活動 

既習事項の確認 

 この授業例では，基本的に授業を進めながら既習事項を押さえていくが，前もって時間が取れるよう

であれば，以下の項目を授業前に確認しておければ，ＪＳＬの生徒にとっては，授業参加への負担が軽

減されることになる。 

 

① 分数の約分を学習していない場合 
具体例で説明する 
  ３   １×３   １ 
  ６   ２×３   ２ 

 
② 表（２次元表）のよみかたの学習をしていない場合 

 十分な表の学習をしていないと，時間割表は読めるが，各欄の数

字の意味や合計の意味が分からないこともある。また，表に書き換

えられなかったり，よみとれなかったり，といったケースも見られ

る。右の表ような例で，数値の意味などを確認する（例：表の１９

人はどんな人ですか。空欄を埋めなさい。） 
 

 男 女 合計

読 ん だ  １９ ２０  

読まない ２２ ２１  

合 計    

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 １    2    ３    ４   

2       4       6      8 ＝     ＝     ＝     ・・・は，同じ数を表す。
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指導案による授業後の補足活動 

学習事項の確認 

 この授業例の後半では，何通りあるかどうか調べるのに，問題場面を手際よく表や図に表すこと

が求められる。ＪＳＬの生徒にとっては，経験不足によって，表に表すことだけでなく，表からよ

みとることも苦手な場合が多い。このような経験を積めるような配慮をすることによって，授業参

加への負担が軽減されることになる。 

＜設問例＞ 

 サイコロを２つ同時に投げたとき，次の確率を

求めなさい。 

① 出る目の和が６以下になる確率 

② 出る目の和が６以下になる確率の範囲 

＜コメント＞ 
 展開２で用いた表を作成する場合と違い，数字

ばかりの表では，表の理解ができていないと，①

の問題で，１つのさいころの目の数字も数えてし

まい，場合の数を，11＋５＋５＝２３（通り）と

してしまう生徒がいる。 
 

 
 

１つのさいころの目の出方（さいころＢ） 

 B

A 
１ ２ ３ ４ ５ ６

１ 2 3 4 5 6 7 

２ 3 4 5 6 7 8 

３ 4 5 6 7 8 9 

４ 5 6 7 8 9 10

５ 6 7 8 9 10 11

６ 7 8 9 10 11 12

 
場合の数 

１つの         （２の目の和） 
さいころの      
目の出方（さいころＡ）  確率を求める範囲 

     （６以下になる範囲）
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